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○１度整備した田面の傾斜均平状態は、３作終了時まで維持される。
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図１　田面の傾斜均平状態の持続性（３作後）

表１　傾斜均平に関連した主要作業機の作業能率
作業幅 作業速度 ほ場作業効率 ほ場作業能率
(m) (km/hr) (%) (hr/ha)

前作物残渣処理 スタブルカルチ 2.10 5.0 70.0 1.36
反転耕 プラウ 1.49 5.0 70.0 1.92
傾斜均平 レーザーレベラー 4.14 5.9 12.4 3.31

　　農業経営指導の手引き(農業機械関係資料）」）等を参照した。

作業名 機械名

注1)トラクターは85ps級を想定した。
　2)作業能率は、傾斜均平の現地施工事例、その他は作業能率関連指標（「鳥取県

○レーザーレベラーの作業性能の目安を確認した。

○経済性からみた利用規模の下限面積を試算した。作業受託料金をha当

たり350,000円として試算すると、約4.2ha～6.7haとなる。

図２　稼働面積 と ha当りの機械利用経費
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Ａ：65PSﾄﾗｸﾀ+3.2mﾚｰｻﾞｰﾚﾍﾞﾗｰ　　Ｂ：85psﾄﾗｸﾀ+4.1mﾚｰｻﾞｰﾚﾍﾞﾗｰ
Ｃ：100psﾄﾗｸﾀ+4.1mﾚｰｻﾞｰﾚﾍﾞﾗｰ


